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■家庭での堆肥化を行っている世帯が少ない

■家庭での堆肥化の知識がない

③出来た堆肥の活用について

■廃棄物会計などを利用し、現在のごみ処理費用を理解してもらい、なまごみは発
生箇所で処理することの大切さ、その必要性を理解してもらう。
■生ごみの堆肥化で処理費を浮かせ、福祉の充実を図る。
■知識の獲得→行動で学ぶ
■食品に見るつながり。安全な食の供給、経済的つながり対価、輸送と環境負荷
■ごみ処理コスト分析
■生ごみがなかったら焼却場の規模がどれくらいになるか。
■市の広報あるいはごみについての特別版の発行にて知らしめる。
■廃棄物会計を正確なコストを出し、市民に提示し、ごみ減量の必要性をコスト面
から考えてもらう。
■広報とメールマガジンで毎月いくらかかったか行政がのせる。

堆肥化による課題整理（家庭）

■市の広報、自治会の回覧板、市民による勉強会を行い、知識等の普及を図る。
■”ごみ分別隊”を作り、市民への情報提供のルートを確立。
■関係書籍の紹介
■市民から１００名以上の指導員の養成
■研修会の開催
■環境美化推進委員の強化（自治会総会で組長に説明し、組長から組合員に実物を
見せて説明する。）
■時間をかけて市の広報等を利用し認識を高める。
■いろいろな取組みの紹介を広報等で毎回掲載する。
■家庭処理が一番
■堆肥化の家庭でのメリットを作る
■生ごみを出した人が特定できるシステム（小さな仕組み）
■市の広報を通して市民に生ごみ堆肥化についての意義を教える。
■自治会の集まりで説明（自治会長→自治会員）
■廃棄物会計の導入
■コスト意識を広告開示
■家庭は多様なので、分別できない人も考慮した仕組みづくり

■家庭での堆肥化を行っている世帯数の把握
■現在、ダンボールコンポストなどを実践している人や”生ごみ分別隊を作り、説
明会等を行い、家庭での堆肥化を行う世帯を増やす。
■家庭での堆肥化を行っている人へのメリット、燃せるごみ袋の値上げ（ごみ処理
有料化など）が必要
■家庭での堆肥化を行っている世帯の登録制度を作り、登録世帯には、世帯数に応
じた「生ごみを出さないごみ袋」を無料配布する。
■各人の意識改革
■生ごみは資源との理解を得る
■説明会を何回も開く
■学習と第三者の評価(堆肥化を継続するには、最新情報についての学習と他者
（公的な機関や委員会、達人など）からの肯定的評価を与えることが必要。
■残さない豊かさ、残さない豊かさ
■環境を良いことを行っている人が集うことで相互に力になれる。各家庭が堆肥化
の方向で力を出し合う仲間であることを確かめ合う必要がある。
■堆肥化の有効性（ＣＯ２の削減等）を宣伝し、市民意識を高める。
■市からの補助と指導があることを知れば、堆肥化をする世帯は増える。
■ダンボールコンポストが最善の方法である。

■生ごみを燃せるごみとして収集するのをやめる計画を立てる。
■ごみ袋の差額徴収
■肥料や土の研究発表
■バケツ・ピートモス代の補助
■生ごみは処理するものではない、利用するもの

区分 抽出された具体的な課題 提案された具体的な解決策

④その他意見
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■出来た堆肥の活用

■現在の生ごみの処理にかかる費用が理解されて
いない

①普及について

②家庭での実践について

■広域処理は堆肥化に相反する。
■機械堆肥化ではなく、コストのかからない手法を選ぶ
■堆肥化がどのレベルまでコスト的に有効か検討する。
■生ごみを焼却しないことが前提である。
■ごみステーションを作り、いつでも誰でも持ち込めて学ぶことが出来る
■行政単位の大きなビジョンがない。まず作る。
■エサ化できるものはエサ化する。
■有料化問題を検討する。
■ごみ袋の仕入値と売値（約１億２千万の差額で”生ごみ入ってません袋”を作る。→生ごみを出さない世帯に３袋（きちんと分別
すれば１年間これでＯＫ）配布。
■モデル事業として地区を決め、ダンボールコンポスト・ＥＭなどのやり方を分別隊で何回も説明。同時にもし市で、回収（ステー
ションに大きなバケツを置いておいて、その中に入れてもらう）したら生ごみ分別をやりたいという人の割合を調べ、広域化の計画
に堆肥化施設の建設が必要か情報交換する。

■良い堆肥の製造
■出来た堆肥は限りなく安く販売する。
■あまった堆肥を指定された公共の場所へ提出する
■二次処理施設
■環境部に相談コーナーを設け、使い方などを指導
■ＪＡや農事組合、市民農園など協力農家を市が募集する。
■自分で利用する
■集団で利用する
■処理モニターに農家の方が参加する
■連続処理フローを並設する
■植栽や花壇に利用する。
■フラワーガーデンや公園、ＮＰＯなどとの連携。（フラワーガーデンに「生ごみ
堆肥を利用した花壇」を用意して、市民で花の苗うあ球根を植えるなどのイベント
を行う。）

■市民力（人間力）持続可能な社会実現のために知恵を寄せ合い、各戸にふさわし
い方法を選択して解決へ
■公民館・集会所などで出前講座を行う。
■若い人ほどにおいが苦手（感覚は知識で克服できない）、年長の者の参加を身近
に取り上げてもらう。
■メリットをつくる（良いバケツやＥＭなど）
■室内で出来るコンポストの紹介や環境部に相談コーナーを設ける。

■住宅事情や衛生面などの不安から取り組めない
市民が多い
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⑥その他意見 ■地域での生ごみ堆肥化は、地域社会の結びつきも深まり、近年、隣近所で疎遠になっている人間関係や他の諸問題の解決を期待できる
■生ごみ堆肥化は、ごみの広域処理における施設の集約化への対応にほかならない
■将来的にはごみの有料化が必要
■廃棄物会計が行われておらず、生ごみをコスト的な観点から考える材料がない。また、ごみ処理広域化の効果が不明確である
■生ごみを焼却することで、助燃財が必要になるばかりか、焼却炉の寿命が短縮される
■市民の環境意識を高めるために楽しい広報活動を至急開始する
■生ごみを出さないごみ袋を無料配布する

⑤出来た堆肥の活用について

■出来た堆肥の流通 ■使用農産物の特定支援、ブランド化
■生産物の流通確保と見返り
■使いたい人が取りにいく
■販売コストにもよるがＪＡ、ホームセンター
■市民農園利用者、希望する一般農業者、ＪＡ、スーパー
■地域生産物の購入インセンティブ
■売れるものを作る
■活用は農家ではなく、家庭菜園の市民が利用すると思われる。

■低コストの装置の検討、剪定枝との混和
■輸送コストを出来るだけ抑え、利用箇所で処理する。
■プラントの低コスト化（高速堆肥化だけでなく、長井市方式）市内２、３箇所
■燃焼方式の改善（例：バイオガス加水燃料）
■他の熱源利用
■出来た堆肥を堆肥と名記せずに成分分析を記入して、一製品として販売すると安価になる。
■設置費、維持管理費をごみ袋にプラスすることが可能かどうか検討する。
■ごみ堆肥化実践者に対しては、ごみ袋の値段を考慮することができるか検討する。
■市民による堆肥化促進に力を入れる。
■良質な堆肥づくりに対しての情報と研究者（農協・農家・実践者）で検討する。

■良質な堆肥 ■先進事例（愛媛県内子町など）を参考にする。
■生ごみを出す人の顔が見える範囲で堆肥化を行う必要がある。
■成分により偏りが見られるので他の有機物との混和及び２次発酵
■農作物の流通システムと連動

■生ごみ分別協力者へのメリット、燃せるごみ袋の値上げ（ごみ処理有料化など）が必要
■ステーションに大きなバケツ等を設置し、各自が生ごみを入れりなど、先進事例（山形県長井
市）を参考にする。
■商店街やスーパーなどに業務用生ごみ処理機等を設置し、市民が持ち込めば処理できるように
する。
■インセンティブ（袋の差別化）
■チーム（団体）で意見を出し、的確な方法を考案する。
■行政だけでは不十分の場合は民間に依頼
■今やっているごみ分析に生ごみを入れ、各自治会ごとの生ごみ分別世帯数、分別内容（異物混
入割合）を公表する。

■ＮＰＯ法人を作り、委託する（シルバー人材センター等の利用）
■小田原市または１市３町
■全体のコーディネーターが必要
■相互バランスをモニターできる主体（協議会）
■自治会単位で実施するか管理者を募集する
■地域の中に良きリーダーがいること
■プラント収集は行政で実施するしかない
■きちんと委託料を支払う。シルバー人材等で募集
■チーム１０軒～１００軒
■単位自治会

■各家庭で取り組めない人がいる

■農家の人が利用できる良質な堆肥を製造する。（不特定多数の世帯から生じた生ごみ堆肥の利
用を農家は嫌う傾向がある）
■農協、農事組合法人等の協力
■有機農業の促進や協力
■堆肥の成分評価を行う（剪定枝：生ごみ＝４：１が良いとの事）
■堆肥使用農産物のブランド化

■生ごみの堆肥化協力者 ■生ごみ堆肥化の協力者は環境政策課へ登録制にする。（市は実態を把握する必要がある）
■長年の堆肥化の協力者に対しては市は感謝状を送る。

■市民への理解、協力の要請
■異物が混入できないことを明記する
■回収容器を奇抜な色にする
■広報等の徹底。プラントラインでの除去
■ステーションに大型バケツを置き、その中に各自が入れる。（他人の目）もしくは戸別収集

■集積場に生ごみ専用の容器を設置（水切り、におい、カラス対策）
■抗酸化バケツ、ＥＭぼかしの利用など
■地区単位のごみストック場所を行政で対応するしかない→モデル地区からの実施
■生ごみでストックできるものを把握する
■無料のストックヤード（スーパー等）の設置→行政が回収
■ストックは可能である→ＥＭ、抗酸化バケツなど
■夏場の収集回数を増やす
■連続処理機による補完
■すぐに持っていける場所の提案、または家庭での処理の推進

■モデル事業の規模 ■農業地域での実施
■久野地域で実施
■世帯数５０００くらい
■顔の見える範囲で実証実験を行う。
■段階的他段階モデル
■連合自治会会議で募集を募る
■地域同志が疎遠の中、生ごみを通して地域の連携強化
■１自治会（久野であれば４６００世帯）
■農村、山林地域自治会単位

地
域
で
の
取
り
組
み

■堆肥化装置の設置費、維持管理費が高く、堆肥も割高になる

■利用農家の増加

■誰が管理するのか

■異物の混入

■生ごみの分別協力

■生ごみはストックできない②分別について

④モデル事業の実施について

③実施主体について

堆肥化による課題整理（地域）

■先進事例等（山形市長井市）などを参考に、生ごみの有効活用を広報する。
■市の広報誌でわかりやすく説明する。
■すべて有効活用できるか。ごみ処理機によっては受け付けないものもある。
■各自治会を通してもっと勉強会を増やす。
■生ごみを分別した方がお得になるシステム。燃せるごみ袋の値上げ、生ごみ専用袋の無料化、
自治会総会での説明、推進委員の強化
■冊子を作成する。

■生ごみ堆肥化の普及啓発を行う
■生ごみは、土地を豊かにすることを説明する。
■”ごみ分別隊”を作り、市民への情報提供のルートを確立→現在のごみ処理経費等を説明し、
費用を少なくすることを説明する。
■堆肥化することによる市民のメリットを明示する。
■廃棄物会計をする
■循環モデルを設定する
■規模別のモデル化と収集化
■生ごみを燃やすコストの明示、焼却灰処理経費の説明
■堆肥化による市と市民のメリット(堆肥化しない場合のデメリットを明示する）
■環境美化推進員・自治会長会議など会議に普及啓発を行う。
■実践者の発表をしてもらう（無料）。
■冊子の作成
■エコライフフェアなどの環境関係イベントで普及と啓発を行う。

■大型ごみ処理機でのステーション方式での処理を増やしていく（市役所、支所、学校など）
■大型処理機レンタル事業化（近隣世帯を巻き込んで発展）
■自治会がごみの番人にならない仕組み
■まずはやれる人を公募。バケツの１/２の補助
■今の生ごみ処理機の補助をやめる
■ダンボールコンポストやＥＭでやる人にはピートモスやぼかしの補助
■民間・センターでの普及啓発を行う。
■エコライフフェアなどの環境関係イベントで普及と啓発を行う。

区分 抽出された具体的な課題 提案された具体的な解決策

①普及について ■有効活用できる生ごみが分からない

■生ごみ堆肥化の意義が理解されていない


